
　5月13日、総合体育館で第19回久御山町総合体育

大会の総合開会式がおこなわれました。 

　体育協会に加盟する団体の選手や役員らが旗手を

先頭に入場。軟式野球連盟の櫻井宏紀さんが力強く

選手宣誓をおこない、総体各種目の熱戦の幕があけ

ました。（表彰選手らは、11㌻に掲載） 

 

熱戦の幕開け 

お楽しみ演芸会など 
みんなの広場 

介護予防教室の参加者募集など 

食育推進基本方針など 
行政ニュース 
私の抱負、私の趣味 
新議員16人に聞きました 

INFORMATION

伊勢参宮道中記（6） 
ふるさとの旅日記 

10P

6P

15P

22P

2P

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 
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④
4
回
 

⑤
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
、
人
を
大
切
に
 

⑥
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
 

⑦
格
差
社
会
の
是
正
を
目
指
し
、
住
民

負
担
軽
減
策
を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
子
育
て
支
援

の
充
実
、
子
ど
も
達
や
高
齢
者
・
障
が

い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
教
育
、
環
境
、
福
祉
等
の

諸
課
題
解
決
の
た
め
に
努
力
し
た
い
。
 

北村　政雄 
きたむら　　まさ　お 

①60歳 
②栄 
③行政書士 

④
2
回
 

⑤
真
面
目
に
一
生
懸
命
、
有
言
実
行
 

⑥
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
読
書
 

⑦
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
よ
り
良
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
に
、
し

が
ら
み
の
無
い
新
し
い
感
覚
で
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、
久
御
山
町
が
い
つ
ま
で
も

〝
キ
ラ
リ
〞
と
輝
き
続
け
る
た
め
に
、

若
い
力
で
、
頑
張
り
ま
す
。
 

中井　孝紀 
なか　い　　　たかのり 

①40歳 
②東一口 
③町議会議員 

④
2
回
 

⑤
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
 

⑥
音
楽
鑑
賞
、
読
書
 

⑦
子
ど
も
た
ち
を
心
豊
か
に
、
安
心
安

全
の
教
育
環
境
づ
く
り
。
 

　
高
齢
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。
 

　
女
性
の
視
点
で
身
近
な
庶
民
の
相
談

役
と
し
て
生
活
者
を
守
る
政
治
を
実
現

し
、
久
御
山
の
発
展
の
た
め
全
力
で
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 戸川　和子 

　と　がわ　　かず　こ 

①51歳 
②栄 
③無職 

④
１
回
 

⑤
継
続
は
力
な
り
 

⑥
旅
行
、
読
書
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

⑦
先
人
が
築
か
れ
た
こ
の
久
御
山
町
を
、

地
域
に
住
ま
う
大
人
の
自
覚
と
使
命
感

を
持
っ
て
、
よ
り
良
く
次
代
に
継
承
す

る
事
が
私
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
。

議
員
の
職
責
を
全
う
す
る
為
、
常
に
自

己
研
鑽
し
、
諸
問
題
解
決
に
住
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

信貴　康孝 
しん　き　　　やすたか 

①42歳 
②佐山 
③会社役員 

④
１
回
 

⑤
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
 

⑥
ス
ポ
ー
ツ
全
般
、
読
書
 

⑦
農
業
、
工
業
、
商
業
の
各
業
種
間
の

調
和
と
活
性
化
を
図
り
た
い
。
中
で
も

農
へ
の
想
い
は
ひ
と
き
わ
強
く
、
地
域

住
民
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
住
民
の

視
点
に
立
っ
て
、
公
平
、
中
立
、
躍
動

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。
私
の
育

っ
た
久
御
山
の
将
来
を
見
据
え
て
ゆ
き

ま
す
。
 

河原　博之 
　かわら　ざきひろ　し 

①51歳 
②藤和田 
③農業 

④
3
回
 

⑤
住
民
の
声
を
吸
収
、
町
政
に
反
映
 

⑥
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
読
書
 

⑦
今
後
4
年
間
は
本
町
に
と
り
重
要
な

期
間
と
考
え
ま
す
。
合
併
、
地
方
分
権
、

財
政
、
教
育
、
福
祉
等
、
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
第
4
次
総
合
計
画
達
成

に
向
け
、
行
政
と
協
力
し
て
実
現
に
努

力
し
ま
す
。
住
民
の
声
、
思
い
を
生
か

す
議
員
活
動
と
自
己
研
鑽
に
努
め
ま
す
。
 

奥田　富和 
おく　だ　　　とみかず 

①70歳 
②佐山 
③農業 

④
3
回
 

⑤
常
に
現
場
主
義
、
一
人
の
声
も
大
切
 

⑥
読
書
、
会
話
 

⑦
こ
の
8
年
間
、
「
い
つ
も
現
場
主
義
、

ど
ん
な
小
さ
な
声
も
逃
さ
ず
議
会
に
届

け
る
」
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
い
ま
「
地

方
の
政
治
は
誰
の
た
め
に
頑
張
る
の
か
？
」

が
大
き
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
と
力
あ
わ
せ
、
要
求
実
現
め
ざ
し
て

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

巽　　悦子 
たつみ　　　　えつ　こ 

①57歳 
②林 
③政党役員 

④
１
回
 

⑤
正
義
 

⑥
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
 

⑦
人
に
や
さ
し
い
安
心
・
安
全
な
町
づ

く
り
、
農
業
・
工
業
・
商
業
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
声
・
心

を
大
切
に
し
、
若
さ
を
パ
ワ
ー
に
皆
様

の
も
と
へ
、
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
、
一
人

の
人
を
大
切
に
を
信
条
に
、
魅
力
あ
る

久
御
山
町
構
築
の
た
め
、
頑
張
り
ま
す
。
 

岩田　芳一 
いわ　た　　　よしかず 

①48歳 
②田井 
③美容業 
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④
6
回
 

⑤
陰
徳
あ
れ
ば
陽
報
あ
り
 

⑥
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
神
社
仏
閣
め
ぐ
り
 

⑦
久
御
山
町
の
置
か
れ
て
い
る
現
況
を

十
分
把
握
し
、
次
の
世
代
へ
責
任
を
持

っ
て
引
き
継
げ
る
街
づ
く
り
の
た
め
、

今
の
時
代
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を

住
民
み
ん
な
で
考
え
、
意
見
を
反
映
さ

せ
、
合
併
問
題
も
含
め
久
御
山
町
の
未

来
像
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
 

林　　　勉 
はやし　　　　　つとむ 

④
１
回
 

⑤
足
る
こ
と
を
知
る
 

⑥
熱
帯
魚
飼
育
、
料
理
、
パ
ソ
コ
ン
 

⑦
産
業
・
環
境
・
福
祉
・
教
育
・
文
化

事
業
な
ど
、
様
々
な
分
野
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
保
た
れ
た
町
を
、
多
く
の
住
民
参

加
と
共
に
つ
く
り
上
げ
、
サ
ク
セ
ス
モ

デ
ル
と
し
て
自
慢
で
き
る
よ
う
な
久
御

山
町
に
し
た
い
。
何
よ
り
も
教
育
は
そ

の
基
本
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
 

樋口　房次 
　ひ　ぐち　　ふさつぐ 

④
2
回
 

⑤
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
 

⑥
日
曜
大
工
、
花
野
菜
づ
く
り
 

⑦
青
少
年
の
健
全
育
成
と
社
会
的
弱
者

と
呼
ば
れ
る
高
齢
者
に
生
き
が
い
と
安

心
を
届
け
る
た
め
に
、高
齢
者
や
子
ど

も
た
ち
の
現
実
に
直
視
し
実
情
把
握
と

問
題
解
決
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、在
宅
介
護
者
に
対
す
る
さ
ら

な
る
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

塚本五三藏 
つかもと　い　さ　お 

④
6
回
 

⑤
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
 

⑥
園
芸
、
散
策
 

⑦
多
様
で
変
化
の
は
げ
し
い
社
会
情
勢

で
す
が
、
そ
の
中
で
高
齢
者
や
障
害
者
・

子
ど
も
た
ち
の
命
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
住
民
ニ
ー
ズ
に

丁
寧
に
対
応
し
、
常
に
社
会
的
弱
者
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
に
目
を
向
け
る
活
動

を
念
頭
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

三宅　美子 
　みやけ　　　よし　こ 

④
１
回
 

⑤
高
齢
者
を
大
切
に
 

⑥
卓
球
 

⑦
地
域
住
民
の
皆
様
の
御
意
見
を
尊
重

し
、
し
っ
か
り
と
受
け
取
め
て
、
町
政

に
反
映
す
る
と
共
に
、
問
題
解
決
に
努

め
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
す
す
む
中
で

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
が
生
涯
安
心
し

て
暮
ら
し
て
頂
け
る
町
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
 

　
福
祉
充
実
の
町
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。
 

堤　　健三 
つつみ　　　　けんぞう 

①63歳 
②佐山 
③無職 

④
7
回
 

⑤
い
つ
も
明
る
く
ま
え
む
き
に
 

⑥
神
社
仏
閣
め
ぐ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
 

⑦
明
る
く
う
る
お
い
の
あ
る
活
力
あ
ふ

れ
る
町
政
の
実
現
と
地
域
住
民
の
視
点

を
大
切
に
し
た
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。
 

澤野　好夫 
さわ　の　　　よし　お 

①58歳 
②東一口 
③団体役員 

④
4
回
 

⑤
人
に
優
し
く
自
分
に
厳
し
く
 

⑥
野
球
、
ゴ
ル
フ
、
読
書
 

⑦
住
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
耳
を
傾

け
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
の
ご
意
見
を

尊
重
し
て
行
政
に
反
映
さ
せ
人
権
・
福

祉
・
教
育
・
環
境
等
々
の
課
題
に
取
り

組
み
住
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
に

満
ち
た
安
心
で
安
全
な
住
み
良
い
町
づ

く
り
の
実
現
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
 

水見　正王 
みず　み　　　まさ　お 

①65歳 
②市田 
③会社社長 

④
2
回
 

⑤
住
民
と
共
に
 

⑥
散
歩
、
ド
ラ
イ
ブ
 

⑦
本
町
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

行
政
改
革
等
で
町
財
政
の
健
全
化
を
推

進
し
、
農
業
、
工
業
、
商
業
の
活
性
化

と
安
全
、
安
心
の
住
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
久
御
山
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
、
暮
ら
し
よ
い
町
づ
く
り
に

必
死
で
取
り
組
み
ま
す
。
 

　田　貞夫 
よし　だ　　　さだ　お 

①62歳 
②佐古 
③会社役員 

！！ 

①58歳 
②田井 
③会社役員 

①45歳 
②市田 
③会社役員 

①58歳 
②佐山 
③政党役員 

①60歳 
②栄 
③自営業 

＜質問事項＞ 
①年齢　②住所（大字）　③職業　④当選回数　⑤モットー　⑥趣味　⑦私の抱負　＝敬称略・得票順＝ 
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  災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
地
域
の
特
性

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

身
を
守
る
た
め
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
防

災
マ
ッ
プ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

  
・
防
災
資
機
材
倉
庫
 

・
川
や
防
火
水
槽
の
場
所
 

・
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
避
難
場
所
 

・
危
険
物
を
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（
化
学
薬

品
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）
 

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由

な
人
の
家
 

・
消
防
署
、
交
番
、
 

　
町
役
場
 

・
町
内
会
長
、
自
治
 

　
会
長
の
連
絡
先
 

※
実
際
に
避
難
経
路
 

を
歩
い
て
危
険
が
な
 

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
 

う
。
 

陸のプレート 

断層 

海のプレート 

陸のプレート 

陸のプレート 

津波の発生 

ひずみの蓄積 

引きずり込み 

はね上がり 

海のプレート
 

海のプレート
 

　日本では、さまざまな場所で地震が起こっていますが、そ 
の場所や、起こる原因などによっていくつかのタイプがあり、 
それぞれに特徴があります。代表的なものとしては、プレー 
ト同士の境目付近で起こる海溝型地震や活断層で発生する地 
震などがあります。 

地震は、どこで起こる？ 

　海のプレートの動きなどによって、 
陸のプレート内に力が加わり、地震 
が発生します。この地震は、人が多 
く住んでいる場所のすぐ下で起こる 
こともあり、大きな被害が生じます。 
　平成7年に発生した阪神・淡路大 
震災を引き起こした兵庫県南部地震 
もこのタイプでした。 
※これまで繰り返し地震を起こし、 
　今後も地震が発生すると考えられ 
　ている断層を「活断層」といいます。 

活断層で発生する地震 

　海のプレートが陸のプレートの下 
へ沈み込むときに、陸のプレートの 
先のほうも下へ引きずり込まれます。 
　この陸のプレートがその力に耐え 
切れず、元に戻ろうとするときに、 
地震が発生します。 
　この地震は巨大地震となることが 
あり、津波をともないます。 

海溝型地震 

わが家 

避難所 
○○小学校 

防災マップ見本 

街頭消化器 

ブロック塀 

自動販売機 

消防署 

交　番 防災資機材 
倉庫 

凡　　　例 

日
本
は
、
世
界
の
面
積
の
1
㌫
に
も
な
ら
な
い
国
な
の
に
、
世
界
の
約
１０
㌫
の
地
震
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
 

平
成
１９
年
3
月
２５
日
に
は
、
石
川
県
能
登
地
方
を
中
心
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
9
、
4

月
１５
日
に
は
三
重
県
中
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
3
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
人
的
被
害
や

住
家
被
害
が
発
生
し
、
現
在
も
、
多
く
の
人
が
避
難
所
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

体
に
感
じ
な
い
小
さ
な
地
震
ま
で
い
れ
る
と
、
い
つ
も
ど
こ
か
で
地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
世
界
で
有
数
の
地
震
国
な
の
で
す
。
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申
請
受
付
／
6
月
１
日
f
〜
10 
月
31
日
d
 

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
居
住
部
分
が
2
分
の
１
以
上

の
木
造
一
戸
建
て
住
宅
 

助
成
額
／
耐
震
診
断
費
用
の
う
ち
2
8
，
0
 

　
　
0
0
円
を
補
助
し
ま
す
。
耐
震
診
断
士

の
交
通
費
実
費
分
と
し
て
、
2
，
0
0
 

　
　
0
円
は
、
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
床
面
積
が
2
4
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
住
宅
部
分
に
つ
い
て
は
、

超
え
る
部
分
の
耐
震
診
断
費
用
の
負
担

が
必
要
で
す
。
 

①
総
務
課
へ
 

　
資
料
請
求
 

耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人

は
、
総
務
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
誰
で
も

で
き
る
わ
が
家

の
耐
震
診
断
」
と
「
耐
震
診
断
士
派
遣
申
請

書
」
を
送
付
し
ま
す
。
 

②
診
断
申
し
込
み
 

申
請
で
き
る
の
は
、
「
誰
で
も
で
き
る
わ

が
家
の
耐
震
診
断
」
の
評
点
の
合
計
が
9
点

未
満
の
住
宅
の
所
有
者
で
す
。
申
請
書
は
、

総
務
課
へ
ご
持
参
の
う
え
、
面
積
や
構
造
、

用
途
等
が
確
認
で
き
る
登
記
簿
や
建
築
確
認

の
写
し
な
ど
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
に
な

り
ま
す
。
 

③
書
類
審
査
、
診
断
実
施
 

・
申
請
後
、
書
類
審
査
を
実
施
し
、
耐
震
診

断
士
の
派
遣
を
決
定
し
ま
す
。
 

・
耐
震
診
断
日
を
調
整
し
ま
す
。
 

・
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
 

当
日
、
耐
震
診
断
士
の
交
通
費
実
費
分
と

し
て
、
2
，
0
0
0
円
の
支
払
い
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
 

④
診
断
結
果
の
送
付
 

耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診

断
結
果
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

①
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
を
し
ま
し
ょ

う
 

・
家
具
や
テ
レ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

固
定
し
、
転
倒
や

落
下
防
止
措
置
を

す
る
。
 

・
け
が
の
防
止
や
避
難
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
家
具
を
配
置
す
る
。
 

②
け
が
の
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
 

・
避
難
に
備
え
て
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
を
準
備

す
る
。
 

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
を
す
ぐ
に
使
え

る
場
所
に
準
備
す
る
。
 

・
食
器
棚
や
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
に
は
、
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
措
置
を
す
る
。
 

③
家
屋
や
塀
の
強
度
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
 

・
家
屋
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
な
と
こ

ろ
を
補
強
す
る
。
 

・
ブ
ロ
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
塀
は
、

倒
れ
な
い
よ
う
に
補
強
す
る
。
 

④
消
火
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
 

・
小
さ
な
揺
れ
の
時
に
は
、
火
の
始
末
を
す

る
習
慣
を
つ
け
る
。
 

・
火
災
の
発
生
に
備
え
て
消
火
器
の
準
備
や

風
呂
の
水
の
く
み
置
き
を
す
る
。
 

⑤
火
災
発
生
の
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
 

・
普
段
使
用
し
な
い
電
気
器
具
は
、
差
込
プ

ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
く
。
 

・
電
気
や
ガ
ス
に
起
因
す
る
火
災
発
生
防
止

の
た
め
防
災
機
器
を
設
置
す
る
。
 

⑥
非
常
用
品
を
備
え
ま
し
ょ
う
 

・
非
常
用
品
は
、
置
く
場
所
を
決
め
て
準
備

し
て
お
く
。
 

・
車
載
ジ
ャ
ッ
キ
や
カ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
、
身

の
周
り
に
あ
る
も
の
の
活
用
を
考
え
て
お

く
。
 

⑦
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
 

・
地
震
が
発
生
し
た
時
の
出
火
防
止
や
初
期

消
火
な
ど
、
家
族
の
役
割
分
担
を
決
め
て

お
く
。
 

・
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場
合
の
安
否

確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
決
め
て

お
く
。
 

・
家
族
で
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

て
お
く
。
 

・
普
段
の
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る
な
ど
、

隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を
話
し
合
っ
て
お

く
。
 

⑧
防
災
環
境
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
 

・
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
に
加
え
て
、
わ
が
家

の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
お
く
。
 

・
自
分
の
住
む
地
域
の
危
険
度
を
確
認
し
て

お
く
。
 

⑨
過
去
の
地
震
の
教
訓
を
学
ん
で
お
き
ま
し

ょ
う
 

・
消
防
署
な
ど
が
実
施
す
る
講
演
会
や
座
談

会
に
参
加
し
、
過
去
の
地
震
の
教
訓
を
学

ん
で
お
く
。
 

・
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
か
ら
防
災
の
知
識
を
身
に
つ
け

て
お
く
。
 

⑩
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
 

・
日
ご
ろ
か
ら
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
身

体
防
護
、
出
火
防
止
、
初
期
消
火
、
救
出
、

応
急
救
護
、
通
報
連
絡
、
避
難
要
領
な
ど

を
身
に
つ
け
て
お
く
。
 

耐
震
診
断
費
用
を
助
成
し
ま
す
 

耐
震
診
断
費
用
を
助
成
し
ま
す
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食
は
生
命
と
健
康
の
基
本
で
あ
り
、
私
た

ち
の
日
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。
 

今
日
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の

食
べ
物
が
あ
り
、
好
き
な
も
の
を
い
つ
で
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
一
方
で
は
、
朝
食
を
抜
い
た

り
、
偏
食
を
し
た
り
食
生
活
の
乱
れ
が
み
ら

れ
ま
す
。
 

ま
た
、
そ
の
こ
と
に
と
も
な
う
生
活
習
慣

病
の
増
加
な
ど
、
健
康
へ
の
影
響
が
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

食
事
は
、
た
だ
空
腹
を
満
た
せ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

私
た
ち
は
も
っ
と
自
分
の
食
生
活
に
気
を

配
り
、
食
べ
物
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み
出

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
食
卓
に
届

い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
、

食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
改
め
て

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
 

久
御
山
町
は
、
農
業
の
営
み
や
地
域
に
根

ざ
し
た
食
文
化
を
直
に
体
験
で
き
る
と
い
う

す
ば
ら
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
 

子
ど
も
の
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
食
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
習
慣
を
身
に
付
け
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
食
育
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

今
後
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
3
か
年
に
わ

た
り
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
 

「
町
食
育
推
進
基
本
方
針
」
を
希
望
の
人

は
、
長
寿
健
康
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。
 

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

町
で
は
、
平
成
１９
年
2
月
に
「
久
御
山
町
食
育
推
進
基
本
方
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
 

今
後
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
食
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

心
身
の
健
康
と
豊
か
な
人
間
性
が
育
め
る
よ
う
、
関
係
団
体
お
よ
び

住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
平
成
１９
年
度

か
ら
、
3
か
年
に
わ
た
り
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
 
平成19年 1月 1日以前に建てられ
た住宅で、次のいずれかの人が居住す
る住宅（賃貸住宅を除きます） 
①65歳以上の人 
②要介護認定または要支援認定を受け
ている人 
③障害のある人 
 
 

 
 
平成19年 4月 1日から平成22年 3
月31日までの間に、次の改修工事が
おこなわれ、補助金等を除く自己負担
が30万円以上の工事 
①廊下の拡幅 
②階段の勾配の緩和 
③浴室の改良 
④便所の改良 
⑤手すりの取り付け 
⑥床の段差の解消 
⑦引き戸への取り替え 
⑧床表面の滑り止め化 

 
 
改修工事が完了した翌年度分に限り、
固定資産税が3分の1減額されます。
（ただし、1戸あたり100平方㍍を限
度とします） 
 
 
減額を受けるためには、改修後3か
月以内に、工事明細書や写真等の関係
書類を添えて、税務課へ申請してくだ
さい。 
問い合わせ／税務課 

 住宅のバリアフリー改修 
工事にかかる要件 

減額の期間と範囲 

申請方法 

既存住宅について、一定のバリアフリー改修工事をした場合、次の
要件に該当すると住宅にかかる翌年度分の固定資産税が減額されます。 

固定資産税減額制度 
住宅 改修の 
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体
裁
／
Ａ
4
版
 

発
行
回
数
／
毎
月
2
回
１
日
、
15 
日
に
発
行
 

※
有
料
広
告
掲
載
は
１
日
号
の
み
 

発
行
部
数
／
7
、
7
0
0
部
 

配
布
／
町
内
全
世
帯
お
よ
び
事
業
所
、
公
共

施
設
等
 

  
規
格
／
縦
４４
㍉
×
横
５８
㍉
（
１
枠
）
 

　
　
縦
４４
㍉
×
横
１１９
㍉
（
2
枠
）
 

　
　
縦
４４
㍉
×
横
１８０
㍉
（
3
枠
）
 

料
金
／
5
、
0
0
0
円
（
１
枠
）
 

　
　
１
0
、
0
0
0
円
（
2
枠
）
 

　
　
１
5
、
0
0
0
円
（
3
枠
）
 

※
6
回
以
上
の
連
続
掲
載
の
場
合
、
割
引
制

度
が
あ
り
ま
す
。
 

掲
載
場
所
／
Ａ
4
版
5
段
組
の
下
１
段
 

  広
報
行
政
課
に
備
え
付
け
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
掲
載
し
よ

う
と
す
る
広
告
案
を
添
え
て
掲
載
を
希
望
す

る
広
報
の
発
行
日
の
40
日
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
／
持
参
の
場
合
…
月
曜
か
ら
金
曜

日
ま
で
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15 
分
ま
で
の
間
に
広
報
行
政
課
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
 

　
　
郵
送
の
場
合
…
〒
６１３
‐
８５８５
（
住
所
不
要
）

久
御
山
町
役
場
広
報
行
政
課
へ
。
 

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

〒６１３－８５８５　久世郡久御山町大字田井小字浜代１・２ 
　　　　　　1０７５（６３１）６１１１・０７７４（４５）０００１ 
　　　　　　6０７５（６３２）１８９９ 

各種お問い合わせやご相談は、 
お気軽に役場各担当課へ。 

久御山町役場 

http://www.town.kumiyama.kyoto.jp

▽規格見本縦44㍉×横58㍉（1枠分） 

広　報 
くみやま 

町では、第4次総合計画に基づき、国道1号以西の
既存集落地ゾーンに地域ふれあい型の小規模公園とし
て、ポケットパークを計画的に整備しています。 
平成19年3月、藤和田地区に町内初のポケットパー
クが完成しました。 
公園の面積は495㎡で、ベンチ8基、背筋を伸ばせ
る健康ベンチ2基、小馬をモチーフにしたスプリング
遊具2基、滑り台、砂場を設置。一部に芝生を敷き、
子どもからお年寄りまでのんびりと憩える空間になっ
ていますので、ぜひご利用ください。 
今年度についても、京都競馬場周辺環境整備事業の
寄付金を活用し、
森地区に同様の
ポケットパーク
を整備する予定
です。 
問い合わせ／ 
　　都市計画課 

宮ノ川南公園
（林）について
は、以前から地
盤の隆起など老
朽化による傷み
が激しく、改修
をおこなってき
ましたが、平成19年3月に工事が終わりました。 
面積については大きな変更はありませんが、芝生を
一面に敷きつめ、植栽を増やしアスファルト舗装を一
部インターロッキングブロックに変更するなど、以前
と比べると温かい雰囲気に変わっています。 
みなさんの憩いや散策の場として引き続きご利用く
ださい。 
また、最近、同公園で犬のふん害が非常に多く見ら
れ、公園利用者や周辺住民に大きな迷惑がかかってい
ます。 
飼い主のモラルが問われていますので、ふんは飼い
主が責任を持って後始末をし、気持ちよく公園を利用
できるようにしましょう。 
問い合わせ／都市計画課 
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日
時
／
6
月
24
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
お
よ

び
連
盟
登
録
の
チ
ー
ム
 

試
合
方
法
／
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，
0
0
0
円
（
当
日
徴

収
）
 

申
し
込
み
／
6
月
16 
日
g
ま
で
に
町
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
1
0
7
 

　
　
7
4
（
4
4
）
2
2
0
5
へ
。
電
話
不

可
 

    日
時
／
6
月
24
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
連
盟
登
録
の
チ
ー
ム
 

試
合
方
法
／
ク
ラ
ス
別
グ
ル
ー
プ
戦
お
よ
び

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
登
録
料
を
含
む
）
 

申
し
込
み
／
6
月
12 
日
c
ま
で
に
町
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
 

   日
時
／
7
月
8
日
a
　
午
前
9
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
松
園
ボ
ウ
ル
（
宇
治
市
小
倉
町
）
 

対
象
／
①
親
子
の
部
…
町
内
在
住
・
在
勤
の

人
と
そ
の
子
供
（
小
学
生
）
 

　
　
②
総
体
の
部
…
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 

歳
以
上
の
人
（
大
学
生
は
不
可
）
 

　
　
③
一
般
の
部
…
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
（
中
学
生
以
上
）
 

定
員
／
①
20
組
　
②
42
人
　
③
60
人
　
い
ず

れ
も
先
着
順
 

費
用
／
各
種
目
と
も
１
，
0
0
0
円
（
小
学

生
は
無
料
）
、
貸
し
靴
代
は
自
己
負
担
 

申
し
込
み
／
6
月
17 
日
a
ま
で
に
町
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電

話
不
可
 

※
総
体
の
部
は
、
府
民
総
体
の
選
手
選
考
を

兼
ね
て
い
ま
す
。
 

清潔な水を各家庭などにお届けする
ため、水道週間にあわせて、下記の日
時に水道管の洗管作業をおこないます。 
洗管期間中は、水圧の低下や濁り水
が出ることがありますので、ご注意く
ださい。 
洗管作業中に水を使用される場合は、
事前に水を蓄えてご使用ください。 
また、受水槽を設置されている場合
は、残量に注意し、洗管中に給水しな
いようにご注意ください。 
日時／6月7日e　午後11時～8日f
午前5時 

問い合わせ／水道課 

生活保護世帯や母子世帯など次のい
ずれかに該当する世帯に対し、水道・
下水道料金の基本使用料の一部を減免
しています。 
対象／①生活保護世帯 
　　②市町村民税が非課税の65歳以

上のひとり暮らし世帯 
　　③市町村民税が非課税で18歳未

満の児童を養育する母子世帯 
減免額／水道・下水道の基本使用料の

うち、それぞれ月額500円 
申請／6月15日fまでに印鑑をご持参

のうえ、水道課へ申請してくださ
い。現在、減免を受けている人も
申請が必要です。 

　　　平成19年1月2日以降に転入さ
れた人は、前住所地の平成19年
度市町村民税非課税証明書が必要
です。 

※申請は随時受け付けていますが、申
請日により適用月が変わります。 
問い合わせ／水道課 
 
 
 
日時／6月3日a　午前10時～午後4
時（雨天決行） 

場所／京都府営水道宇治浄水場（宇治
市宇治下居64） 

交通／ＪＲ奈良線「宇治駅」下車、徒
歩約10分（駐車場はありません
ので、車でのご来場はご遠慮くだ
さい） 

内容／浄水場施設とアジサイの公開 
問い合わせ／京都府営水道事務所宇治
浄水場10774（24）1521

 

町
総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

町
総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

町
総
体
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

町
総
体
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

町
総
体
家
庭
婦
人
 

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

町
総
体
家
庭
婦
人
 

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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事
業
所
数
は
3
4
1
事
業
所
 

従
業
者
数
は
3
，
7
5
6
人
 

※
商
業
統
計
調
査
は
、
5
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
間
年
に
簡
易
的

な
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
前
回
は
平
成
16 

年
に
簡
易
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

平
成
16 
年
の
商
業
統
計
調
査
に
よ
る
久
御

山
町
の
事
業
所
数
は
3
4
１
事
業
所
で
し
た
。
 

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
平
成

14 
年
調
査
に
比
べ
14 
事
業
所
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
 

し
か
し
、
従
業
者
数
は
3
，
7
5
6
人
で

4
8
１
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

久
御
山
町
の
卸
売
業
の
事
業
所
数
は
１

3
3
で
、
平
成
14 
年
調
査
に
比
べ
9
事
業
所

増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
従
業
者
数
は

１
，
4
9
6
人
で
１
2
6
人
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

平
成
6
年
調
査
か
ら
の
推
移
を
見
る
と
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
小
売
業
の
事
業
所
数
は
2
0
8
で
、

平
成
14 
年
調
査
に
比
べ
5
事
業
所
増
加
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
卸
売
業
と
同
様
に
、
従

業
者
数
は
2
，
2
6
0
人
で
3
5
5
人
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
6
年
調
査
か
ら
の
推
移
を
見
る
と
、

右
肩
上
が
り
の
傾
向
に
あ
り
、
従
業
者
数
は

ほ
ぼ
2
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

調
査
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

平成19年6月1日を調査日として、経済産業省の「商業統
計調査」が実施されます。 
この調査は、全国の卸売業、小売業を営むすべての事業
所（店舗）の販売活動の実態や分布状況および商品の全国
的な流通状況などを明らかにすることを目的とした、我が
国商業の国勢調査ともいうべき重要な統計調査です。 
全国すべての商業事業所が対象となり、京都府知事に任
命された調査員が調査のお願いに伺いますので、ご協力を
お願いします。 

事
業
所
数
は
3
4
1
事
業
所
 

従
業
者
数
は
3
，
7
5
6
人
 

卸
売
業
も
小
売
業
も
事
業
所
数
は
 

増
加
、
従
業
者
数
は
減
少
 

卸
売
業
も
小
売
業
も
事
業
所
数
は
 

増
加
、
従
業
者
数
は
減
少
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

商
業
統
計
調
査
 に
 

４００ 

３５０ 

３００ 

２５０ 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

０ 

４５００ 

４０００ 

３５００ 

３０００ 

２５００ 

２０００ 

１５００ 

１０００ 

５００ 

０ 
平成６年 平成９年 平成１１年 平成１４年 平成１６年 

事業所数（事業所） 従業者数（人） 事業所数と従業者数の推移 

事業所数 従業者数 

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 

１４０ 

１２０ 

１００ 

８０ 

６０ 

４０ 

２０ 

０ 

１８００ 

１６００ 

１４００ 

１２００ 

１０００ 

８００ 

６００ 

４００ 

２００ 

０ 
平成６年 平成９年 平成１１年 平成１４年 平成１６年 

事業所数（事業所） 従業者数（人） 事業所数と従業者数の推移（卸売業） 
２５０ 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

０ 

３０００ 

２５００ 

２０００ 

１５００ 

１０００ 

５００ 

０ 
平成６年 平成９年 平成１１年 平成１４年 平成１６年 

事業所数（事業所） 従業者数（人） 事業所数と従業員数の推移（小売業） 
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　5月15日、ゆうホールで、未就園の児童とその保護者

を対象にした「親子サロン」のなかで、親子交通安全教室

がおこなわれ、約50人が参加しました。 

　この日は、宇治警察署の交通巡視員を講師に招き、パネ

ルやカードを使って楽しく信号機の色を覚えたり、子ども

が巻き込まれる交通事故の現状を聞いたりし、小さな子ど

もを交通事故から守るのは、親の大事な責任と、参加者は

真剣にうなづいていました。 

　また、5月18日、保健センターでベビーマッサージ講

習会がおこなわれ、約45人の親子連れが参加しました。 

　この講習会は、親子サロンより少し小さい、生後約2か

月から10か月ぐらいの赤ちゃんと保護者を対象にした、「み

るく　サロン」のなかで開かれたもので、助産師の指導で、

植物性オイルを使い、やさしくマッサージすることで、赤

ちゃんの心と体をリラックスさせる方法を学びました。 

　昨年の秋に初めて開催したところ、参加者から大変好評

で、今年度は2回開催を予定している人気の講習会です。 

　5月3日、ふれあい交流館ゆう

ホールで、お楽しみ演芸会が開か

れ、多くの人が訪れました。 

この演芸会は、財団法人久御山

町文化スポーツ事業団の主催で、

ゴールデンウィークの一日を身近

な文化施設で楽しんでもらおうと、

毎年開かれているものです。 

今年は、浪曲の春野恵子をはじめ、歌謡曲の華織、漫才

トリオの横山ホットブラザーズの3組が出演。華織さんは、

なじみのある曲を歌いながら会場を隅々まで回り、たくさ

んの観客から握手を求められる人気でした。 

横山ホットブラ

ザーズの漫才では、

“絶対に落ちな

い”皿回しや「お

まえはアホか～」

でおなじみのノコ

ギリを使った演奏

などを披露。美空

ひばりやスマップ

の曲のアンコール

も飛び出し、楽し

い漫才に会場は笑

顔と拍手に包まれ、

ゴールデンウィー

クの一日を楽しく

過ごしました。 

ゆうホール ゆうホール・保健センター 

お楽しみ演芸会 

笑顔に包まれた会場 

親子サロン・みるく　サロン 

親子で交通安全教室 

横山ホットブラザーズの楽しい漫才 交通巡視員から楽しく交通ルールを学びました 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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春季ヨガ・ストレッチ教室 
（5月11日・総合体育館） 

佐山青少協のカブト虫の幼虫配布 （5月7日・佐山小学校） 



長村　真唯ちゃん 
おさむら　　ま　い 

（平成17年10月16日生） 
パパママの大切な宝物の真唯姫 

いつもかわいい笑顔ありがとう 

林　父　利樹さん・母　和代さん 

訓練に励む参加者 

　5月13日、総合体育館で、第19回久御山町総合体育大

会の総合開会式がおこなわれ、そのなかで、体育振興に功

績のあった団体や活躍された選手の表彰がおこなわれまし

た。 

【優秀選手賞】 

久御山中学校空手道部（空手道）、久御山中学校剣道部女

子（剣道）、久御山高等学校サッカー部（サッカー）、久

御山高等学校剣道部男子（剣道）、久御山高等学校剣道部

女子（剣道）、久御山FC（サッカー）、宇治オールディ

ーズ（軟式野球）、南光龍樹（空手道）、高田康平（空手

道）、井上陽平（剣道）、森岡大成（水泳）、石橋麻衣（陸

上） 

【特別表彰】 

第29回京都府民総合体育大会の各競技 

久御山町ゴルフチーム、久御山町バドミントンチーム、久

御山町ボウリングチーム、久御山町女子ゲートボールチー

ム、塚田健二（陸上）　　　　　　　　　　＝敬称略＝ 

木津川右岸堤防 

水防訓練 

いざというときに 体育振興に貢献 

町総体総合開会式 
総合体育館 

出水期を前に5月9日、木津川右岸堤防で町職員や関係

団体による水防訓練がおこなわれました。 

この訓練は、水害から住民の生命・財産を守るため、毎

年、この時期に実施しているもので、約60人が2班に分

かれて、土のう作りや杭打ち積み土のう工など、水防工法

の習得などに取り組みました。 

慣れない作業に戸惑いながらも、工法指導官から縄結び

の技術などを教わり、いざというときに備えました。 

4月1日から5月14日までの受付分（敬称略） 

辻
本
　
　
茂
 

松
井
　
孝
男
 

藤
村
　
幸
範
 

楠
　
　
琢
磨
 

河
窪
　
広
介
 

　
森
 

佐
　
山
 

佐
　
古
 

　
〃
 

市
　
田
 

辻
本
　
幸
香
 

松
井
　
宏
奈
 

藤
村
佐
智
枝
 

楠
　
　
弘
美
 

河
窪
　
千
佳
 

邦
美
・
奈
々
恵
 

幸
富
・
瑞
恵
 

宏
光
・
か
お
る
 

正
明
・
澄
代
 

佳
幸
・
智
子
 

裕
喜
・
め
ぐ
み
 

和
則
・
 
愛
 

雄
貴
・
祐
子
 

義
裕
・
喜
美
代
 

勇
二
・
享
子
 

和
己
・
さ
よ
子
 

博
司
・
由
美
子
 

千
尋
・
 
綾
 

信
也
・
智
香
 

貴
光
・
久
代
 

島
　
田
 

東
一
口
 

野
　
村
 

　
〃
 

佐
　
山
 

佐
　
古
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
栄
 

中
木
　
佑
樹
 

片
岡
　
愛
葉
 

諸
岡
　
心
暖
 

石
川
　
知
樹
 

栗
田
　
　
遵
 

安
藤
　
　
奏
 

部
谷
　
真
那
 

阿
戸
　
彩
加
 

松
本
早
智
穂
 

堀
江
　
美
結
 

井
上
　
比
奈
 

谷
川
　
陽
菜
 

栗
生
こ
こ
ろ
 

吉
川
　
綺
乃
 

聲
元
も
も
菜
 

ゆ
う
 

き
 

ま
な
 

は
 

 

こ
の
ん
 

と
も
 

き
 

 
 

じ
ゅ
ん
 

 
 
か
な
 

 

ま
 
な
 

あ
や
 

か
 

 

さ
　
ち
　
ほ
 

 

み
 

ゆ
う
 

 

ひ
 
な
 

は
る
 

な
 

 あ
や
 

の
 

 
 
 

な
 

 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

！！ 
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小学生工作教室（5月13日・ゆうホール） 
ミニトマトの植

え付け（5月11日
・御牧小学校）

 

スキップ広場（5月15日・佐山保育所） 



このコーナーでは、子どもの居場所を紹介し、住民のみ
なさんに知っていただくとともに、その活動に指導者やボ
ランティア等でかかわっていただき、地域ぐるみで子ども
たちの健全な育成をめざします。 
 
 
町青少年健全育成協議会が主催し、昨年度は8月1日、2
日に京都府立青少年海洋センター「マリーンピア」でおこ
ないました。 
町内の小・中学校から40人の児童・生徒が参加し、海
水浴や「魚っ知館」の見学、カッター体験、天体観測、伊
根湾舟屋めぐりなどを楽しみました。 
また、スタッフとして青少協役員やボランティアスタッ
フなど17人が引率して、子どもたちの活動を支援しました。 
参加した子どもの声 
　カッター体験や天体観測とかができて楽しかった。 
保護者の声 
　大変お世話になりました。次から次へと多くの楽しかっ

た経験を親に話し、子どもにいい思い出や体験ができた
ことをうれしく思っています。 
指導者・スタッフの声 
　集団行動で、いろんな学校の子どもたち同士が仲良く活
動できたことがよかった。 
問い合わせ／社会教育課 

京
阪
淀
駅
方
面
行
き
佐
山
バ
ス
停
に
午
前

6
時
30
分
台
の
バ
ス
を
増
便
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  府
道
宇
治
淀
線
に
お
け
る
京
阪
淀
駅
方
面

行
き
の
現
在
の
路
線
バ
ス
の
運
行
本
数
は
、

平
日
午
前
6
時
台
で
は
下
津
屋
口
以
西
の
バ

ス
停
が
4
本
と
充
実
し
て
い
る
反
面
、
近
鉄

大
久
保
か
ら
佐
山
バ
ス
停
ま
で
は
2
本
と
な

っ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
ご
利
用
を
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
や
や
不
便
な
面
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
 

バ
ス
事
業
者
に
よ
る
と
、
事
業
の
採
算
性

や
利
用
者
見
込
み
を
考
え
た
う
え
で
の
、
時

刻
お
よ
び
ル
ー
ト
の
設
定
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
 

路
線
バ
ス
の
運
行
は
、
バ
ス
事
業
者
が
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
ご
意
見
を

バ
ス
事
業
者
に
伝
え
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   ゴ
ミ
の
分
別
を
し
な
か
っ
た
り
、
指
定
以

外
の
日
や
住
民
以
外
の
人
が
、
ゴ
ミ
を
出
す

の
を
見
か
け
ま
す
。
 

他
の
ま
ち
で
は
ゴ
ミ
の
袋
に
名
前
を
記
入

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
久
御
山

町
も
そ
の
よ
う
に
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
市
田
・
女
性
）
 

  ご
指
摘
の
と
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
分

別
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
に

対
す
る
規
制
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
管
内
で
、
ゴ

ミ
の
袋
を
含
め
、
ゴ
ミ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
 

今
後
、
先
進
地
域
の
事
例
な
ど
を
参
考
に

町
の
実
情
に
配
慮
し
た
、
よ
り
よ
い
ゴ
ミ
出

し
の
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。
 

そ
れ
ま
で
の
間
は
、
看
板
等
に
よ
る
啓
発

や
個
別
の
指
導
等
を
お
こ
な
い
、
ゴ
ミ
の
適

正
処
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
環
境
保
全
課
】
 

みなさんのご意見を 
お聴かせください。 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
バ
ス
の
運
行
本
数
を
 

増
や
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
 

人
が
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
 

A
バ
ス
事
業
者
に
伝
え
ま
す
 

A
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
 

努
め
ま
す
 

No.3
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く

み
や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

携帯電話に、利用した覚えのないサ
イトの高額な登録料等の請求が、個人
情報を掲載して送られてきた。そのよ
うな苦情・相談が今年4月以降、多く
寄せられています。 
これは、悪質な業者が何らかの手段
により個人情報を取得し、その情報を
元に架空の請求をしているものと考え
られます。 
 
 
 
このようなメールが届いた場合は、
以下のことにご注意ください。 
　①　利用していないのであれば、支

払う義務はありません。 

　　　請求メールには連絡先電話番号
やメールアドレスが掲載されて
いますが、不用意に連絡するの
は危険ですから気をつけましょ
う。 

　②　請求元から携帯電話などに請求
を受けた場合には、身に覚えの

ない旨を説明し、き然とした態
度で断りましょう。 

トラブルに巻きこまれたら、1人で
悩まず京都府消費生活科学センター1

075（671）0004、京都府山城広域
振興局商工観光室10774（21）2103
または産業課までご相談ください。 

「
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て
 

　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
ス
タ
ー
ト
」
 

           人
間
の
体
に
は
、
体
内
時
計
と
呼
ば
れ
る

機
能
が
あ
り
、
ほ
ぼ
25
時
間
周
期
で
、
睡
眠

や
体
温
、
血
圧
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
な
ど
の
変

化
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
ま
す
。
 

体
内
時
計
は
光
と
関
係
が
あ
り
、
太
陽
が

昇
っ
て
い
る
間
は
人
間
を
活
動
的
に
さ
せ
、

沈
む
と
休
息
に
入
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま

す
。
体
内
時
計
が
ず
れ
る
と
時
差
ぼ
け
と
似

た
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
体
に
と
っ
て
大
き

な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
ま
す
。
 

 

早
寝
、
早
起
き
し
て
、
必
ず
朝
ご
は
ん
を

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

食
事
も
ま
た
体
内
時
計
と
密
接
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。
 

朝
食
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
内
容
に
よ
っ
て
、

体
は
動
い
て
も
、
頭
は
ボ
ン
ヤ
リ
と
い
う
こ

と
に
な
り
が
ち
で
す
。
 

さ
ら
に
、
昼
食
や
夕
食
を
食
べ
過
ぎ
、
翌

朝
は
胃
が
も
た
れ
る
た
め
、
欠
食
。
ボ
ン
ヤ

リ
と
午
前
中
を
過
ご
す
と
い
う
繰
り
返
し
に
。

夜
型
生
活
に
な
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。
 

朝
、
す
っ
き
り
と
目
覚
め
、
夜
ぐ
っ
す
り

眠
る
に
は
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、
一
日

の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

架空請求と思われるメール（例） 

何だろう？ 

こんなときには 

○○○○様　至急連絡お願いいたします。 
退会処理をされていない場合は、年会費6万 
円の請求となります。 
＜サイト名＞★ラブラブ○○★ 
データ管理室　担当：○○ 
Tel　03○○○○○○○○ 
Mail　＊＊＊＠＊＊＊＊ 
◆◇◆登録内容詳細◆◇◆ 
＜サイト名＞ラブラブ○○ 
＜ユーザーID＞＊＊＊＊1234 
＜登録名＞○○○○ 

＜登録地域＞○○県 
＜登録日＞○／12／2006 
＜登録年齢＞30代 
＜性別＞男 
＜星座＞○○座 
＜パスワード＞○○○○ 
■□■ご請求の届け先■□■ 
　氏名　○○○○ 
　住所　京都府久世郡久御山町○○○○ 
　連絡先075－631－○○○○ 
【注意事項】 
　※退会の手続きは本日より2日以内とさ 
　　せていただきます。 
　※この配信メールに直接返信されても退 
　　会処理は完了致しません。 
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
オ
ス

ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

松
橋
隆
治
著
 

温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
日
本
の
と
る
べ
き
戦
略
か
ら
企
業
、
個

人
レ
ベ
ル
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
詳
し
く
紹
介
 

「
京
都
議
定
書
と
地
球
の
再
生
」
 

合
同
出
版
発
行
 

わ
た
し
と
み
ん
な
と
地
球
の
た
め
に
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
で
で

き
る
３
つ
の
R
（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
減
ら
す
、
リ
ュ
ー
ス
＝
再
使
用
、

リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
生
利
用
）
を
具
体
的
に
紹
介
 

「
だ
れ
で
も
で
き
る
　

地
球
を
守
る
３
R
大
作
戦
」
児
童
書
 

文
研
出
版
発
行
 

地
球
温
暖
化
現
象
、
酸
性
雨
な
ど
に
よ
る
生
態
系
の
破
壊
、
海
洋

汚
染
、
ゴ
ミ
問
題
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
、
絵
を
多
く
使
っ

て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
い
ま
、地
球
に
な
に
が
お
こ
っ
て
い
る
の
？（
全
6
巻
）」
児
童
書
 

∧
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
∨
 

本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
 

楽
し
い
「
お
は
な
し
」
を
い
っ
ぱ
い
乗
せ
て
、
お
は
な
し
隊
が
図

書
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
13 
日
d
　
午
後
3
時
〜
4
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
お
よ
び
駐
車
場
 

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
自
由

開
放
 

お
は
な
し
会
 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
入
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
23
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
大
き
な
熊
が
来
る
前
に
、お
や
す
み
。
 

（
島
本
理
生
著
） 

恋
を
す
る
と
小
さ
な
秘
密
さ
え
も
切

な
く
な
る
。
表
題
作
ほ
か
全
三
篇
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

★
悪
人
 

（
吉
田
修
一
著
） 

幸
せ
に
な
り
た
か
っ
た
。
た
だ
そ
れ

だ
け
を
願
っ
て
い
た
。
で
も
そ
れ
は
叶

わ
な
か
っ
た
…
。
 

★
き
ぜ
つ
ラ
イ
オ
ン
 

（
村
上
康
成
絵
） 

ラ
イ
オ
ン
は
ち
ょ
う
ち
ょ
の
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。
ど
れ
く
ら
い
好
き
か

っ
て
い
う
と
ね
…
。
 

作り方 

①　油揚げは熱湯にくぐらせて油抜き
をし、水気を絞ります。半分に切り、
切れ目をそっと開いて、袋状にしま
す。 

②　万能ねぎは小口切りにします。納
豆は、ａを加えて練り、カマンベー
ルチーズは8等分にして納豆、万能

ねぎとあわせておきます。 
③　油揚げに②を等分につめ、楊枝で
止めます。 

④　③を十分に熱したグリルに入れ、
こんがりと焼き色がつくまで弱火で
両面を焼きます。（片面2分が目安
です） 

⑤　ｂをお好みでかけます。 
⑥　レタスやパセリ、プチトマトなど
をいろどり良く盛りつけます。 食生活改善推進員協議会「久味の会」 

228㌔カロリー／1人分 

油揚げの包み焼き 

101油揚げ 
万能ねぎ 
納豆 

ａ
　みそ 

　　からし 

････････････････････････4枚 
･･････････････････････6本 

････････････････1パック（40g） 
･･･････････････････小さじ1 
････････････････････適量 

カマンベールチーズ 

ｂ
　七味唐辛子 

　　しょうゆ 
レタス、パセリ、プチトマトなど 

･･････････100g 
････････････････適量 
･･････････････････適量 

■材料（4人分） 

よう じ 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

4
日
b
・
11
日
b
・
18
日
b
・
25
日
b
・

30
日
g

c

d

c
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い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
介
護
予
防
教
室

を
開
き
ま
す
。
初
心
者
の
人
も
安
心
で
す
。

指
導
員
と
ゆ
っ
く
り
体
力
や
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
7
月
3
日
c
〜
9
月
23
日
a
 

対
象
／
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、
継
続
し

て
参
加
で
き
る
人
 

募
集
教
室
／
①
腰
痛
改
善
体
操
 
②
膝
痛
ら

く
ら
く
体
操
 
③
骨
盤
バ
ラ
ン
ス
体
操

④
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
 
⑤
は
じ
め

て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 
⑥
ら
く
ら
く
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
 
⑦
青
竹
ビ
ク
ス
 
⑧
チ
ェ

ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　
⑨
お
な
か
シ
ェ
イ

プ
体
操
　
⑩
簡
単
マ
ッ
ト
体
操
等
 
⑪

久
御
山
い
き
い
き
体
操
（
各
教
室
と
も

週
１
回
、
3
か
月
間
、
日
時
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

定
員
／
各
10 
人
（
締
切
日
で
定
員
を
超
え
る

教
室
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）
 

※
抽
選
期
間
6
月
19 
日
c
〜
24
日
a
 

費
用
／
満
60
歳
以
上
　
１
回
１
0
0
円
、
満

60
歳
未
満
　
１
回
2
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
6
月
19 
日
c
か

ら
24
日
a
ま
で
の
午
前
10 
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
に
、
本
人
が
直
接
同
ホ
ー
ル

へ
。
１
人
2
教
室
ま
で
。
電
話
不
可
 

  
町
と
府
で
は
、
消
費
者
意
識
の
啓
発
を
図

り
、
消
費
者
の
安
全
と
利
益
を
守
る
た
め
、

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
・
場
所
・
内
容
／
左
表
の
と
お
り
 

定
員
／
6
月
27
日
d
の
施
設
見
学
の
み
25
人
 

費
用
／
6
月
27
日
d
の
施
設
見
学
の
み
5
0
 

　
　
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
6
月
12 
日
c
ま

で
に
産
業
課
へ
。
電
話
可
 

                 日
時
／
7
月
5
日
e
　
午
前
11 
時
〜
午
後
3

時
30
分
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
先
着
１
0
0
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
苑
へ
。
電
話

可
 

  
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
自
然

の
中
で
宿
泊
し
、
野
外
活
動
や
共
同
生
活
を

す
る
「
宿
泊
体
験
活
動
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
１
日
d
〜
2
日
e
　
１
泊
2
日
 

場
所
／
府
立
る
り
渓
少
年
自
然
の
家
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
の
人
 

内
容
／
テ
ン
ト
で
の
宿
泊
・
野
外
活
動
・
炊

飯
な
ど
 

定
員
／
50
人
（
期
間
内
申
込
者
多
数
の
場
合

は
主
催
者
が
抽
選
で
決
定
）
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
6
月
4
日
b
〜

5
日
c
に
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
小
・
中
学

生
を
被
爆
地
に
派
遣
す
る
「
平
和
の
た
め
の

広
島
派
遣
」
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
23
日
b
〜
24
日
c
　
１
泊
2
日
 

場
所
／
広
島
市
（
平
和
記
念
公
園
・
平
和
記

念
資
料
館
な
ど
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
6
年
生
・
中
学
１

年
生
 

定
員
／
70
人
（
期
間
内
申
込
者
多
数
の
場
合

は
主
催
者
が
抽
選
で
決
定
）
 

申
し
込
み
／
6
月
8
日
f
ま
で
に
町
内
の
各

学
校
お
よ
び
社
会
教
育
課
に
備
え
つ
け

の
申
込
用
紙
に
応
募
の
動
機
な
ど
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
町
内
の
小
・
中

学
校
在
籍
児
童
・
生
徒
は
各
学
校
へ
、

私
立
学
校
在
籍
児
童
・
生
徒
は
社
会
教

育
課
へ
。
 

※
昨
年
度
参
加
し
た
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。
参
加
決
定
者
は
当
日
ま
で
に
事
前

研
修
が
あ
り
ま
す
。
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
福
祉
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

社
協
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

会
費
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
社
協
活
動
に
活
用
し
ま
す
。
 

費
用
／
普
通
会
費
　
一
口
5
0
0
円
、
特
別

会
費
　
一
口
2
，
0
0
0
円
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
へ
。
 

  
さ
つ
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
料
理
教
室

を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
6
月
18 
日
b
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0

時
30
分
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調
理
実
習
室
 

対
象
／
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
 

講
師
／
久
味
の
会
の
み
な
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
材
料
費
と
し
て
6
0
0
円
 

申
し
込
み
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

※
通
所
の
困
難
な
人
は
、
送
迎
し
ま
す
。
 

図
書
館 

介
護
予
防
教
室
 

荒
見
苑
七
夕
ま
つ
り
 

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
 

料
理
教
室
 

宿
泊
体
験
活
動
 

平
和
の
た
め
の
広
島
派
遣
団
員
 

6月19日c 
午後1時30分 
　～3時30分 
 

議会棟4階 
特別会議室 

議会棟4階 
特別会議室 

6月27日d 
午前9時 
　～午後4時 

7月3日c 
午後1時30分 
　～3時30分 

日　時 場　所 内　容 

講演／「電気と環境」（仮称） 
講師／関西電力 
　　京都支店長室 
　　総務広報Ｇ　リーダー 

施設見学 
「南港発電所 
　エル・シティ・ナンコウ」 

講演／「多重債務に陥らないよ 
　　うに気をつけること」（仮称） 
講師／京都司法書士会 
　　　司法書士 

役場庁舎 
1階ロビー 
集合 
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府
で
は
、
高
等
学
校
に
在
学
中
の
生
徒
に

奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
高
等
学
校
等
に
在
学
中
の
生
徒
の
い

る
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
　①
父
子
・

母
子
世
帯
　
②
児
童
世
帯
　
③
身
体
障

害
者
世
帯
　
④
長
期
療
養
者
世
帯
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
申
請
書
に
、
在

学
証
明
書
、
同
意
書
、
所
得
証
明
書

（
平
成
19 
年
度
）
お
よ
び
対
象
世
帯
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、

振
込
口
座
の
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
の
う
え
、
6
月
29
日
f
ま
で
に
社
会

福
祉
課
ま
た
は
府
山
城
北
保
健
所
1
0
 

　
　
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
2
へ
。
 

※
新
１
年
生
は
入
学
支
度
金
が
あ
わ
せ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
他
の
府
の
奨
学
金
制
度
と

あ
わ
せ
て
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

  
2
月
か
ら
5
月
ま
で
の
児
童
手
当
の
振
り

込
み
は
6
月
5
日
c
で
す
。
 

ご
指
定
の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

現
況
届
を
6
月
29
日
f
ま
で
に
社
会
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
け
出
の
際
に
は
、
印
鑑
と
社
会
保
険
の

保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
今
年
の
１
月
2
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
人
は
、
前
住
所
地
で
の
所
得
証
明
書
が

必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
過
ご
し

て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

日
時
／
①
6
月
１
日
f
　
②
15 
日
f
　
午
後

１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
①
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ー
ズ
手
芸
な
ど
 

　
　
②
調
理
実
習
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
ご
結
婚
50
年
の
金
婚
式
を
迎
え

る
ご
夫
婦
に
対
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

対
象
と
な
る
人
で
婚
姻
調
査
が
届
い
て
い

な
い
人
や
、
ま
だ
回
答
し
て
い
な
い
人
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
昭
和
32
年
中
に
婚
姻
さ
れ
た
ご
夫
婦
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
6
月
29
日
f
ま

で
に
長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
人
や
滞
在
し
た
国
に
よ
っ
て
、

献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

日
時
／
6
月
6
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
ま

た
は
長
寿
健
康
課
 

  　
 社

会
福
祉
法
人
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
と
き
、
利
用
料
の
一
部
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
 

 
 
①
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
　
②
居
住
用
等
以
外
に
活
用
で
き
る

資
産
が
無
い
人
　
③
親
族
等
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
人
　
④
介
護
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い
人
 

※
こ
の
ほ
か
年
間
収
入
額
や
預
貯
金
の
額
な

ど
に
条
件
が
あ
り
ま
す
。
 

対
象
事
業
所
と
サ
ー
ビ
ス
／【
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
楽
生
苑
、
弥
勒
会
】
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
、

介
護
予
防
通
所
介
護
　
【
楽
生
苑
、
弥

勒
会
】
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
福
祉
施

設
サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
 

軽
減
割
合
／
利
用
料
を
4
分
の
3
に
軽
減
 

軽
減
期
間
／
平
成
19 
年
6
月
利
用
分
〜
平
成

20
年
5
月
利
用
分
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
長
寿
健
康
課
へ
。
 

※
申
請
し
た
月
の
初
日
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
減

額
さ
れ
ま
す
。
 

  
30
歳
未
満
で
収
入
が
少
な
く
、
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
、
そ
の
承
認
期
間
の
保
険

料
を
後
払
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
10 
年
以
内
。
た
だ
し
、
3
年
目
以
降
は
加

算
金
が
つ
き
ま
す
）
 

申
請
に
は
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者
の
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
会
社
等
を
退
職
し
て

無
職
と
な
っ
た
人
も
そ
れ
を
考
慮
し
た
審
査

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

将
来
の
た
め
の
老
齢
基
礎
年
金
や
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
す
み
や

か
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。
 

必
要
な
も
の
／
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
退
職
し

た
人
は
離
職
票
等
、
転
入
し
た
人
は
所

得
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１

ま
た
は
住
民
課
へ
。
 

  
町
体
育
振
興
会
で
は
、
握
力
測
定
な
ど
次

の
と
お
り
体
力
測
定
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
6
月
30
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

※
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

高
等
学
校
奨
学
金
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
 

利
用
者
負
担
の
軽
減
申
請
 

国
民
年
金
若
年
者
納
付
猶
予
 

体
力
測
定
 

今
月
の
献
血
 

結
婚
50
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
へ
 

児
童
手
当
の
給
付
 

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
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食
中
毒
は
一
年
を
通
し
て
見
ら
れ
ま
す
が
、

温
度
と
湿
度
が
高
く
、
体
力
が
落
ち
る
夏
場

は
特
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
6

月
の
梅
雨
と
残
暑
の
厳
し
い
9
月
は
食
中
毒

発
生
の
ピ
ー
ク
で
す
。
 

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
食
中
毒
菌

を
「
つ
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
や
っ
つ
け

る
」
で
す
。
 

◆
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
 

・
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
 

・
肉
汁
や
魚
な
ど
の
水
分
が
も
れ
な
い
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

分
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
生
鮮
食
品
等
を
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷

蔵
庫
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
は
10 
℃
以
下
、
冷

凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15 
℃
以
下
ま
で
冷
え
る

程
度
が
目
安
で
す
。
 

・
せ
っ
け
ん
で
の
手
洗
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。
 

・
凍
っ
た
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵
庫
か
電
子
レ

ン
ジ
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
室
温
で
の
解

凍
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
加
熱
す
る
と
き
は
、
中
心
部
を
75
℃
以
上

で
、
１
分
間
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
調
理
後
は
出
来
る
だ
け
は
や
く
食
べ
、
室

温
に
、
長
く
放
置
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
 

・
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い

容
器
に
小
分
け
し
ま
し
ょ
う
。
作
っ
て
か

ら
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
食
品
は
、
思
い
切

っ
て
捨
て
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
 

・
調
理
器
具（
包
丁
・
ま
な
板
・
ふ
き
ん
等
）

は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。
漂
白
剤
等
を
利

用
し
て
の
除
菌
も
有
効
で
す
。
ま
た
、
洗

っ
た
後
は
、
し
っ
か
り
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
6
月
5
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。
府
で

は
6
月
を
「
環
境
月
間
」
、
5
月
30
日
（
ゴ

ミ
・
ゼ
ロ
）
か
ら
の
１
週
間
を
「
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
「
京
都
議
定
書
」
が
誕
生
し
た
京

都
に
住
む
私
た
ち
は
、
率
先
し
て
地
球
温
暖

化
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

温
室
効
果
ガ
ス
を
増
加
さ
せ
る
電
気
や
ガ

ス
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
浪
費
に
は
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
は
わ
ず

か
な
も
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
が

な
け
れ
ば
、
地
球
全
体
の
環
境
も
守
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

身
近
な
環
境
に
関
心
を
向
け
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

   
以
前
か
ら
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
、
の
っ
て
こ
バ
ス
（
町
内
巡
回
バ
ス
）
の

ポ
ケ
ッ
ト
時
刻
表
を
4
月
１
日
か
ら
の
本
格

運
行
の
内
容
に
合
わ
せ
て
変
更
し
、
バ
ス
車

内
や
各
公
共
施
設
に
配
布
し
ま
し
た
。
 

折
り
た
た
ん
で
財
布
な
ど
に
入
れ
て
携
帯

し
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
12 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
戸
外
遊
び
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
 

　
　
3
１
）
2
4
7
5
、
宮
ノ
後
保
育
所
1

　
　
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  日
時
／
7
月
7
日
g
　
午
前
8
時
45
分
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
男
女
別
、
学
年
別
で
１
チ
ー
ム
12 
人

（
登
録
は
16 
人
ま
で
可
）
 

申
し
込
み
／
6
月
29
日
f
ま
で
に
各
小
学
校

へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  
毎
年
、
6
月
の
第
2
週
は
危
険
物
安
全
週

間
で
す
。
 

今
年
は
、「
危
険
物
目
指
せ
無
事
故
の
Ｍ

Ｖ
Ｐ
」
を
推
進
標
語
に
、
6
月
3
日
か
ら
9

日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

危
険
物
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業

所
で
は
自
主
保
安
体
制
の
確
立
、
住
民
の
み

な
さ
ん
に
は
危
険
物
の
正
し
い
取
り
扱
い
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

6
月
１
日
f
 
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
教
育
相
談
】
 

毎
週
火
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
午
後

5
時
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
（
教
育
相
談
室
）
電
話

相
談
1
0
7
7
4
（
4
6
）
5
6
4
0
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

6
月
21
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

6
月
14 
日
e
・
28
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

6
月
14 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
申
し
込
み
ま
た
は
電
話
相
談
は
町
社
会
福

祉
協
議
会
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
 

　
2
へ
。（
高
齢
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

将
来
の
不
安
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
ま
す
。
）
 

ポ
ケ
ッ
ト
時
刻
表
が
新
し
く
な
 

り
ま
し
た
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

小
学
生
夏
季
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
 

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
 

6
月
5
日
は
環
境
の
日
 

危
険
物
安
全
週
間
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〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
6
月
１0 
日
a
（
10 
日
ま
で
の
教
室

に
つ
い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い

教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
 

日
時
／
6
月
8
日
f
・
9
日
g
・
15 
日
f
・

16 
日
g
【
4
回
コ
ー
ス
】
　

午
後
１
時

30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教

室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
ワ
ー
ド
 

日
時
／
6
月
19 
日
c
・
20
日
d
・
21
日
e
・

22
日
f
【
4
回
コ
ー
ス
】
　

午
後
１
時

30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

 

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
6
月
7
日
か
ら
7
月
26
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
【
8
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9

時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
6
月
14 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
、

15 
日
f
　
午
後
5
時
〜
8
時
、
24
日
a

午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を

自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

         日
時
／
6
月
13 
日
d
・
27
日
d
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
6
月
13 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。
内
容
は
「
世
界
遺
産
」

と
「
映
画
」
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

  日
時
／
6
月
8
日
f
・
15 
日
f
・
22
日
f【
3

回
コ
ー
ス
】
　

午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で

子
育
て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
6
月
16 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
6
月
9
日
g
・
16 
日
g
・
23
日
g
　

午
後
8
時
〜
9
時
（
受
け
付
け
は
終
了

時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
た
だ
し
、

小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。
（
雨
天
・
曇
り
の
と
き
は
中
止
）
 

  日
時
／
6
月
9
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
　
10 
日
a
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
ス
チ
ロ
ー
ル
カ
ッ
プ
で
、
動
く
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
12 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
17 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。
 

内
容
／
熱
気
球
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
7
日
e
・
21
日
e
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

漢
字
出
直
し
塾
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

申
し
込
み
は
6
月
１
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日

ゆ
う
ホ
ー
ル
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        日
時
／
①
6
月
5
日
c
・
14 
日
e
・
22
日
f
・

25
日
b
　
午
後
7
時
〜
8
時
　
②
6
月

3
日
a
・
10 
日
a
・
17 
日
a
・
24
日
a
 

午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）
 

  日
時
／
①
6
月
9
日
g
・
②
23
日
g
　
午
前

9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②

小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

   日
時
／
7
月
13 
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
【
8
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
10 

時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
ゆ
っ
く
り
身
体
を
動
か
し
ポ
ー
ズ
を

取
り
、
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
30
人
 

費
用
／
2
，
5
0
0
円
 

  
町
民
プ
ー
ル
の
監
視
員
と
事
務
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

期
間
／
7
月
14 
日
g
〜
8
月
31
日
f
 

勤
務
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
 

応
募
資
格
／
18 
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
健
康
で

ま
じ
め
に
勤
務
で
き
る
人
で
、
7
月
8

日
a
の
午
前
9
時
か
ら
開
く
普
通
救
命

講
習
会
・
業
務
説
明
会
に
参
加
で
き
る

人
（
高
校
生
は
不
可
）
 

募
集
人
員
／
監
視
員
30
人
、
事
務
員
5
人
 

賃
金
／
監
視
員
…
〔
平
日
〕
7
，
0
0
0
円
、

〔
土
・
日
・
祝
日
〕
7
，
5
0
0
円
　

事
務
員
…
〔
平
日
〕
5
，
5
0
0
円
、

〔
土
・
日
・
祝
日
〕
6
，
0
0
0
円
 

面
接
／
6
月
16 
日
g
・
17 
日
a
　
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
6
月
15 
日
f
ま

で
に
写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
を
ご
持
参

の
う
え
、
同
事
業
団（
総
合
体
育
館
内
）

へ
。
 

       日
時
／
6
月
23
日
g
・
30
日
g
【
2
回
コ
ー

ス
】
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
作
り
そ
ば
に
挑
戦
し
、
だ
し
の
作

り
方
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
西
山
隶
佑
さ
ん
 

定
員
／
12 
人
 

費
用
／
１
，
6
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
21
日
e
・
7
月
5
日
e
【
2
回

コ
ー
ス
】
　

午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
書
道
の
基
礎
か
ら
実
用
（
手
紙
）
書

道
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
日
垣
翠
峰
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
2
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
絞
り
染
め
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
染
色
家
　
一
寺
芙
沙
子
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

持
ち
物
／
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
、
30
㎝
の

も
の
さ
し
 

 
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
開
催
を

中
止
、
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
ば
打
ち
教
室
 

夏
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
 

（
午
前
の
部
）
 

町
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

実
用
書
道
教
室
 

染
め
物
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申
し
込
み
は
6
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

申
し
込
み
は
6
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 4 6人　 
8 , 5 3 6人　 
8 , 6 1 0人　 
6 , 6 6 8世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 0人　 
1 5人　 
7 8人　 
7 2人　 

〈4月中の動き〉 

〈5月1日現在〉 

（
前
月
比
／
増
１
人
）
 

【
連
絡
先
】
 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
・
介
護
ベ
ッ
ド
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝

日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
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社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会 
10774（44）2205　60774（44）2203

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※はゆうホール）です。健診には、母子健康手帳をお持ちの人は必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

※ 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 7日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

1日F

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年9月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

8日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年2月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

14日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年8月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

11日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年11月生まれ 
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

25日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

25日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年11月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

22日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 14日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
・3か月以上6か月未満の乳児 
　（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215

10か月児健診（5月14日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

6日 
（第１水曜日） 
20日 

（第３水曜日） 

13日 
（第２水曜日） 
27日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

14日E 
7月5日E

15日F
7月6日F

19日C

13日（第２水曜日） 

※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

6月のごみ・し尿収集日 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 
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久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  奥
野
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
の
泊
ま
っ

た
関
の
宿
場
は
、
東
海
道
五
十
三
次
の

四
十
七
宿
に
あ
た
り
、
そ
の
中
心
地
の

中
町
に
は
、
本
陣
・
脇
本
陣
を
は
じ
め
、

大
き
な
旅
籠
が
軒
を
連
ね
、
近
接
す
る

木
崎
・
新
所
（
関
三
町
）
と
と
も
に
大

い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
 

こ
の
木
崎
の
入
口
に
、
東
海
道
と
伊

勢
別
街
道
の
分
岐
点
で
あ
る
東
の
追
分

が
あ
り
、
一
の
鳥
居
が
建
っ
て
い
る
。

三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
の
伊
勢
参
り
は
、

伊
賀
越
え
で
あ
っ
た
が
、
関
西
か
ら
の

伊
勢
参
り
は
、
こ
こ
か
ら
外
宮
・
内
宮

へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
こ
の
追
分
に
建

つ
鳥
居
は
、
江
戸
時
代
に
は
寄
進
に
よ

り
建
立
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
以
降
は
伊
勢
神
宮

式
年
遷
宮
の
た
び
に
、
内
宮
宇
治
橋
南

詰
め
の
鳥
居
を
移
す
習
わ
し
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
の
鳥
居
は
平
成
七
年
に
移

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
鳥
居
の

す
ぐ
そ
ば
に
は
、
常
夜
灯
や
一
里
塚
跡

が
残
っ
て
い
る
。
一
里
塚
は
、
ほ
ぼ
完

全
な
形
を
と
ど
め
て
お
り
、
現
在
は
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

旅
籠
の
多
い
中
町
を
西
に
向
か
う
と
、

新
所
町
に
「
関
の
地
蔵
」
を
祀
る
地
蔵

院
が
あ
る
。
本
尊
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
は
、

日
本
最
古
の
地
蔵
尊
で
、
奈
良
時
代
の

高
僧
、
行
基
（
六
六
八
〜
七
四
九
）
の

作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
関
の
地
蔵

に
振
袖
着
せ
て
、
奈
良
の
大
仏
婿
に
と

ろ
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
蔵
尊
は

円
満
な
美
し
い
顔
を
さ
れ
て
い
る
。
古

く
か
ら
道
中
の
旅
人
に
よ
る
信
仰
も
厚

く
、
現
在
は
、
縁
結
び
・
交
通
安
全
の

祈
願
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
 

さ
て
、
関
宿
の
「
つ
る
屋
」
に
投
宿

し
た
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
三
人
の
、
宿

賃
三
○
○
文
、
茶
代
五
○
文
は
、
他
の

旅
籠
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
夕
飯
・

朝
飯
と
も
に
品
数
が
多
く
、
食
材
に
車

え
び
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
高
級
感
の
あ

る
膳
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
前
夜
の
松

坂
の
泊
ま
り
で
は
、
夕
飯
七
品
、
朝
飯

五
品
で
あ
っ
た
が
、
「
つ
る
屋
」
の
膳

は
、
夕
飯
一
六
品
、
朝
飯
七
品
が
付
い

た
。
こ
の
多
彩
な
献
立
を
み
る
と
、
　

　
夕
飯
　
焼
物
　
　
ほ
ら
つ
ゝ
切
 

　
　
　
鱠
　
　
　
大
こ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
人
じ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
柿
あ
え
 

　
　
　
菓
子
椀
　
は
ま
ち
切
み
 

　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
布
 

　
　
　
　
　
　
　
し
い
竹
 

　
　
　
　
　
　
　
く
わ
へ
 

　
　
　
　
　
　
　
水
菜
 

　
　
　
汁
　
　
　
と
う
布
才
切
 

　
　
　
膳
付
　
　
香
の
物
 

　
　
　
硯
ぶ
た
　
か
ま
ほ
こ
 

　
　
　
　
　
　
　
こ
ゞ
り
と
う
布
 

　
　
　
酒
　
　
　
蓮
 

　
　
　
　
　
　
　
車
え
び
 

　
　
　
　
　
　
　
し
い
竹
 

朝
飯
　
焼
物
　
　
し
ぐ
れ
 

　
　
　
　
　
　
　
生
が
 

　
　
　
菓
子
椀
　
車
え
び
 

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ば
 

　
　
　
　
　
　
　
水
菜
 

　
　
　
猪
口
　
　
大
こ
ん
千
切
 

　
　
　
膳
付
　
　
香
の
物
 

と
い
う
品
々
が
並
べ
ら
れ
た
。
三
郎
兵

衛
さ
ん
た
ち
は
、
料
理
に
舌
皷
を
打
ち
、

交
わ
す
盃
も
は
ず
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

三
月
二
日
早
朝
、
「
つ
る
屋
」
を
出

立
し
た
一
行
三
人
は
、
鈴
鹿
川
に
沿
っ

て
東
海
道
を
西
に
向
か
っ
た
。
右
手
に

鈴
鹿
川
渓
谷
が
見
え
、
そ
の
後
方
に
は

筆
捨
山
の
景
観
が
、
旅
情
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。
し
ば
し
、
景
観
美
に
引
か

れ
な
が
ら
歩
み
を
進
め
、
標
高
三
五
○

メ
ー
ト
ル
の
鈴
鹿
峠
を
越
え
る
。
伊
勢

と
近
江
（
現
滋
賀
県
）
の
国
境
と
な
る

こ
の
峠
は
、
「
坂
（
坂
下
）
は
照
る
照

る
鈴
鹿
は
曇
る
、相
の
土
山
雨
が
降
る
」

と
鈴
鹿
馬
子
唄
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、

鈴
鹿
峠
を
境
に
こ
ち
ら
と
向
こ
う
の
天

気
が
が
ら
り
と
変
わ
る
。
天
候
が
激
変

す
る
峻
険
の
地
で
あ
り
、
西
の
箱
根
と

も
い
わ
れ
る
東
海
道
の
難
所
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
鈴
鹿
峠
頂
上
付
近
に
は
、
鏡
岩

と
万
人
講
常
夜
灯
が
あ
る
。
鏡
岩
（
県

天
然
記
念
物
に
指
定
）
は
俗
に
「
鬼
の

姿
見
」
と
い
わ
れ
、
昔
、
盗
賊
が
旅
人

の
姿
を
こ
の
鏡
岩
に
映
し
て
襲
っ
た
こ

と
か
ら
、
名
付
け
ら
れ
た
。
万
人
講
常

夜
灯
は
江
戸
時
代
中
期
、
四
国
金
刀
比

羅
宮
の
常
夜
灯
の
一
つ
と
し
て
、
伊
勢

へ
の
航
海
と
旅
の
安
全
を
祈
願
し
て
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
さ
五
・
四

四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
巨
大
な
常
夜
灯
は

今
、
鈴
鹿
峠
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
鈴
鹿
峠
を
越
え
た
三
郎
兵
衛
さ
ん

た
ち
三
人
は
、
近
江
国
に
入
り
、
蟹
坂

を
経
て
田
村
川
の
橋
を
三
文
で
渡
り
、

田
村
神
社
の
森
に
到
着
し
た
。
 

関
宿
か
ら
鈴
鹿
峠
を
越
え
る
 

▲関の東追分 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
じ
ん
 

　
　
　
　
　
　
は
た
　ご
 

　こ
　ざ
き
　
　し
ん
じ
ょ
う
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
わ
け
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
　い
 

           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
や
と
う
 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
 

 

　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
う
き
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
こ
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぼ
ら
）
 

                       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
づ
つ
み
 

ふ
で
す
て
や
ま
 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
か
の
し
た
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
 

   　
　
　
　し
ゅ
ん
け
ん
 

  　
　
ま
ん
に
ん
こ
う
 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
　
ん
　
ぴ
 

　ら
　ぐ
う
 

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
に
が
さ
か
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